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火星大接近に就いて
遊星面課長伊達英太郎
　　　　　　　　　　　　★15年目の大接近★
　一昨年5月末，衙を過ごして丸2年2ヶ月を経て，本年7月末働を迎へる室の回
勅火星，何をか暗示するあの燃ゆる如き光輝は，「1一・nと近付V・て來た．所が
今年は只衝となる……では濟まされない，」5年目毎の大接近に賞る年である．
即ち15年前の1924年8月，地球火星間の最短距離迄；〉’一近し，當昼与健在にして・
火星観測に專念され，ピケリングのr火星協同観測聯盟」の一．員として，25糎
ブラツシヤ1反射，18糎ザ1トリウス屈折，10祈ハイデ屈折及白有のエリソン
作16糎反射の4望遠鏡を均由に逓垣使して驚嘆すべき記録を得られた故旧丁丁先
生により，密現測されてより正に15年，誤りなく三二は，15年の逢瀬を樂しみに
地球へ地球へと，ヒタムキに接近レて來た，
　中村要先生によって開拓された，本邦の遊星面観測熟も，九生の亡き後ば一
路二面の路を辿って來たが，1935年の火星衝より，俄然，本會の遊星面課は活
氣付き，火星観測に理想的な20－30糎級の中ロ祁反射鏡も族出し・火星観測熱
は，計帳烈となり，本年の大接近を迎へる事となった幸ぴ，吾々の観測カミ
實を結んで，故中村先生の二二志の一部でも綴ぐ事が出回れば・吾々として此
上の満足はない．
　さて，今年の火星は，一・艦どれ位記接近するかと云ふと・7月30日に最も接
近し，塒の距離α388二二位，粁Vaして57，986，60・粍8N末蘭となる最
好條件の5千萬粁には少し遠いが，後15年せぬと來ぬ正に千戒一’遇のチャンス
！　ベストをi藍さざるべからす！！
　i硯直裡は協同観測を開始する5月初は11！ノ2，最接近の7月末は24・”2・協同親
測を終了する10JJ末は12！’0，1Eに最：接近時の木星の牛ば彊の硯直樫・しかも表
菌「は木星とは比較にならぬ面白さ！
　　　　　　　　　　　　★今年の火星暦★
　さて，今年の火星上の暦はどうなってみるかと云ふと・地球の5月31日が丁
’96@　一鞭醐　　二軸卿鮒分（脚月39「1）　1こ齢6肛焔につれて’北桓1～鞠富
むものと灘される鰍接近fこ脱球’・火船軸’關係で必ず蜘魎
・求へ隠今年も嫉購球を見せる筋北極肪は・羽撃蹴隔、
・く畑・よると，1939年纐から3競業迄袖留の北牛齢’也∫」揮い，ゐ
7・…S，　3J］　13日kC丁度耀の隷ヨ地球へ向き臓晦こ絆嚇・也球へ向
き攣って來て・6月7・頃一撒も献見せ（踊躍随一12“・13）爾断慶は恥
元一戻り8醐1頃一a1噸る6：）そSしから画引南へ劇界・な職
t」大きくなり一2se・O迄傾く・從って6」」7日頃（燭火髄後）繍iをに熾
櫨見難くなるが・8月pF　tfiJ　tこは構良く見られる様になるカ’ら極倒三浦
注「iすべきであらう．
融冠は・鰍よ禰大きい筈鳩燃紛に近づくにつ細々細・し熾
の8月頃になれば殆んど溝失する筈である．
　　　　　　　　　　　　★今年の火星面★
次略蝋最も蛛を持つ襯甥≦する耀如蝋態について記すres・eし
ます．
鍋∬ヒ前2助剛1935・193聯度）署し・非常虚嚇つ蜘ヒ1・，攻
辮非難棚郷吻たため，四度には・「Ji’il／「s火趾σ瑚魍瓶云はれ
てる韻邸腿渤殆んどが集ってみる北幟をtdemへ向けてみたが爲
に，火星の見かけの色は，非常に燈黄色が強く，目表面の肌況は大シル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チス附
醜除岡搬に淋しかったが・今鰍漸鍬～燃種綿肺される蜘
肋螂（と云って良い）が儲する1肺求を牒こ向け劉；になるから．N
掛けの色も粉骨化力糖されるし齢・雄や施醐分禾1厩來ると．v，
はれる）　5〈，いつ望遠鏡硯ても，’ii」／LAi（！！，の胴部購え一1聾砒較噸はし
い如観せてく2’tるから・ノ」’曜にも勉励煙る・從って語噸を
骨組に見てみる都は・35・37雨鞍こは訟撹方と糖を充分と迄は行
かないが湘賞糺く聯箏が墨跡が，今禰講4獺自嚇㈱を充分
胱める事が1．l151E・　l！，灘｝》β故郷触る臨多の燃（へ・・，ア・しヂレ
’y）の謎や・37年度にそれがデ・スク吐髄くにあったが爲に，隔軒ヒ麟の
感深かった南下丁丁脚）鰍も・二物齪嚇li川守誠ぱ，37年瞭
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く見られたものも，より以上近距離に引寄せて詳しく見られると云ふ黙等々
全ての意味から今年の火屋は吾々鶴首して待ち1こ待つた珍客様々である．
　只，大接近の際は，天の黄道は，一年中最も低い射手座附近を通ってみる爲
火星の高度が不足で，相當大氣の動揺を旭町しなければならぬ黙が，最も幾念
な事實である．但し，北緯50。邊にある英國初め欧米諸國の高緯度の諸地方に
比すれば随分酌まれてるる事にはなる．
　では，・協同槻測に蓼加協力される方々の爲に，ノ痔ノ），s〈Sit表ffifの模様中事に
注意して槻労していたN“き度い黙について記して見る事に致します．（15糎桿
度の器械を標準としました）．
　　　　　　　　　　　　　　　oe　A．　600
　37年度との著しい差異は，火星の赤道及赤道以南が地球へ向く關係で・火星
面経緯度の原鮎0。にあるメリディア二野（所謂アリン4）爪と云はれる入江）が火
星Diskの中央町それ以下（早速鏡裡）に見える事で，37年度には中央より遙か
上部に位してみた事から見ると随分著しV・攣化が感じられ，從って詳細は覗直
輕の特大と共によ帯く槻察される事になる．其他経度30．緯度一50．’［b　｛c位
置するアルヂレ大陸（37年度には，上縁に著しく青白色に輝いてみた）及共附
近の歌況等で，叉野牛球ではこれ迄Diskの下牛部に頑張ってみた北牛球唯一・
の海であるアキダリウム海が，今年は共南牛部がせいぜい南部考1監位しか見られ
ない事に：なる．
　　　　　　　　　　　　　　　600　．一v　120”
　この地響第一の口標は，これ迄Di・kの上縁近くに見えてみた爲にll細を究
め得なかったソリス湖が，Diskのrl映に來るから共全貌は勿論，湖の南側タウ
マシア地方も其ディテ1ルがキャッチ出來るだらう．術，このソリス湖は37年
度の衡に，渡綾，前田下平及筆者の3名によ1）3っの斑黙の集合に分離してみ
るので，今年はそれを今一度確認したいと思ってみる．北側球一章の淡いキヤ
ナルは殆んど見込はない．
　　　　　　　　　　　　　　120e　N　180C
旧地剛様，ソリス湖に隣接する舟形のシレヌーム海のディテ1ルも吾等待
望の宿題である。その南方タイル1及フェソンティス大陸，エレクトリス大陸
・98@　　　火“・dkNMI：就い一’（　＿＿一．～荊衛
の説も御回脇・北竜球伽淡いキヤナルや小・い漁・画影
　の鮎は前審匿同様である．
　　　　　　　　　　　　　　　1800　N　2400
　　見るべき物は非常揮い・先づ躯に寓すべきは『3ぴ暇だはるキ。、
・ウ・大海のデ・テ1ルで・こ備｝ま37犠繊肉・灘3氏及無の
・名で渤の卿）鮪に謝してみる・が論捗と云地力！・不明だつ
たが・今年はDlsk艸央邊へ認るし副直イ鰍きくなるカ’ら糠期触
判る・　・〈・れに醸する一・ペリア脇と，その峡部に癒する不勘状。
　ヒリア湖の五Eしい形状のキャッチも宿題の一つである．
今一つ・一4・大な蘭は，2200＋250にあるエリシウム肪の餉形で，9ヒ｛」・OP
であ鵬37鞍より購劇があるが汰接近嚇には・この嫡形の内
部幽鰍的の運潮瞭叉，期形も著しくなる…と云はれてるる力墾
賦する必要がある．
共櫨河として腰な關は・195．＋　20e　Oトリヴィウム7tsと21so＋9eの，，
・ボチ・瀧捜してみるケルベルス二河が・37鞍大山鋤礎鎖に見え
たが・今鰍果して嫡かWllし，ω湖も・二絆球¢）爲見鮨の晦念で
ある．
　　　　　　　　　　　　　　2400　一v　3000
儲すぎる備名な大シルチス海と・ヘラス大霜融するこの地廻，吾
・槻究め研究しなければならぬ・蝋涙・岬汰騰畷1ゆる聯噸
合してみるから，正に火星面一しの自留地帯と試すべきであらう．
先づ大・・レチスは画きさ絶物攣化刃：多1瓦師改訳に興味が効・囎す
るモエリス湖の治長と共にリブや地方の消失等の現象も起り・從ってシル」ス
の剛こが著しく賦する浦アメリ淵糊大のこ以ンノレチスの椥・趣
化樋つたける事は，地球」・では吋湾へ得られな噂で，そ端でも惣
細肋則ミ働る所♪丈である・このシルチスへ注いでみるニロシ・けス輸や
トス’ネペンテス蝦ll隙‘画帳特に儲トス’ネペン以とア・・テ禰
i’　’f　v）交替現象（トス●ネペ・テスが淡く激した女・くなるとア・・テ櫃河オ，
濃く太くなる）等興味はつきない．
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　南牛球へ戻って，シルチスの甫方に位置する青自色に輝くヘラス大陸は翠に
美しい，神前な色に輝くと云ふのみでなく，大接近には共中央ジi湖を貫いて
十字形の蓮河アルフ）：ウス及べニウスがIIL現すると云ふので有名で，この大陸
がDiskの中央少し一．L部に輝く美姫1は，ソリス湖の申央通過と相まって，今乍
の火星上の2大f羅qでま）る．
　　　　　　　　　　　　　　r，ooo　一・　360：
　注目すべきは，シルチスの酉転戦にあるヂノし1・トン溝と共西側ハンモニス岬
一帯の地方と，東西に長いサベウス湾の形歌だらう．これと共にサベウス湖南
：方のヂュヵリオニス地方とそれに応接するパンドラ｛！・∫峡の，1：；JVkで，この海峡は
1924譲渡・の大接近には非常iこ淡く細くたってみる．
　これでO’からO’）へ火星晦の…巡を経つた事になるが，以上は大禮15糎から
20糎の脳裡の望遠鏡を用ぴて見られるフィチユアだが，15糎以下の器械にもこ
の中の幾らかは西紀出來るし，20糎以上になれば，より以上の詳細と細かい憂
化がキャッチ出細る．親渕罫引の「口裡の別による「1的物の撰定」の項を御熟
護下さって，それそそに適した口的物に杢力を注いでいたr’き度い．
　火星槻測については，未だイ之だ痛むべき困難な観測上の諸1｝樋もあるが，こ
れ等は少く共3接近を迎へ，充分の経験と熟練を維る必要もあり・専門的にな
る故省略致します．
　摘達するに嘗り一一・言本邦のアマチュア槻測者方に御願ひし度〉・事は，今年の
火星の位置は前室した如く，非常に高度が低く1歌誌各謡扇に遊星面親心の盛ん
な英國は，北緯50⊃である焉，火星は想像以上に低回にあり，正直な所観測不
適當と云ふべきであらう．が，本邦は北緯35。をLPJd・とするから・英・猫・佛及
米國北部に比し著しく惑まれてるるのだし且時刻の鮎も，丁度厭米と反封の位
置にあるから縮ゆる黙で奮起しなければならない時であります．火星に封し決
して小さくない15糎の反射鏡1よ机僧の数に上るであらう本邦が，眠から畳める
時が來たのです．新東唾！健設に勇往詠進する吾大口寺僧國の民情も，特にアマ
チュア天理界も，新しい意氣を持って大活動を起すべきでありませう．
